
1 
 

第 1 号議案：令和 3 年度事業報告について 
 

■公益目的事業 

 

◆助成顕彰事業（第 13 回） 

「創造する伝統賞」の主催（定款 第 4条 第 1項 第 2項） 

  

2021 年度助成顕彰事業として「創造する伝統賞」募集を行い、2021 年 9 月 29 日に選考委員

会を開催。2021 年 10 月 14 日の理事会の決議を経て 2名に授与した。 

 「第 13 回創造する伝統賞」 賞金各 100 万円  

○ 佐藤裕一郎（さとうゆういちろう） 42 歳 画家 
○ 中川周士（なかがわしゅうじ）   53 歳 木工芸職人  

 

1. 対象 

日本の伝統文化及び現代芸術の広い分野を対象とする。国籍不問。 

 

2. 募集応募概況 

発 送 先：美術館・博物館・新聞社・雑誌・大学・財団役員他関係者・文化藝術の会会員

歴代助成顕彰関係者・歴代奨学生・評論家・画廊・資料請求者 ほか 

発 送 数：1,516 通 

告  知：WEB サイト（ホームページ、SNS 等）、会報、邦楽ジャーナル、美術の窓、 

月間美術 ほか 

応募総数：67 件（一般公募 62 件、推薦応募 5件） 

 

3. 選考委員会 

開催日時：2021 年 9 月 29 日 13：00～14：00 

開催場所：オンライン（Zoom ミーティング） 

出 席 者：熊倉功夫委員長、大野木啓人委員、唐澤昌宏委員、倉方俊輔委員、 

花光潤子委員、池内務委員 

役 員：北村誠常務理事（オブザーバー） 

事 務 局：事務局員 4名 

選考方法：事前に選考委員に全応募者の資料（申請書類、映像、音源、スキャンしてデータ

化したポートフォリオ・書籍等資料）をオンラインで共有（希望者には印刷したも

のを送付）し、閲覧を依頼。事前審査による候補者を会議前に回収、集計した。

多く票数の集まった応募者について票を入れた委員が意見を述べた。次に票

数の集まった応募者について票を入れた委員が意見を述べた。その他、票を入

れた応募者のうち、特に推薦したい応募者についてそれぞれ意見を述べ、資料

を閲覧（画面共有）した。同分野で票の入った応募者の資料を見比べ、審議し、

満場一致で 2 名の授賞候補者を選出した。 

 

4. 理事会の決議 

2021 年 10 月 14 日の理事会で、選考委員会より選出された 2 名への「創造する伝統賞」

授与を決議した。 

 

5. 授与式典の開催 

開催日時：2022 年 2 月 16 日（水）15：45～18：00 

開催場所：明治記念館（曙の間） 
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出 席 者：[受 賞 者] 中川 周士、佐藤 裕一郎（ビデオ参加） 

[助成顕彰選考委員] 花光潤子委員、大野木啓人委員、唐沢昌宏委員、 

池内務委員 

[奨学金選考委員] 寺脇研委員長、椿昇委員、成田宏紀委員、 

[専 門 委 員] 木村博昭委員 

[役     員] 千玄室会長、德山豊理事長、北村誠常務理事、吉木稔朗理

事、栗本徳子理事、石井博康理事、 

安孫子正評議員、脇田直枝評議員、志村文衛監事、渋谷

佳樹監事 

[来     賓] 文化庁 山田素子参事官 

 

内  容：会長・理事長挨拶、来賓祝辞、創造する伝統賞選評、賞状・賞金目録の授与、

日本文化藝術奨学金選評、奨学金証書・目録の授与、奨学生活動紹介、授賞者

活動紹介、2020 年度日本文化藝術奨学生紹介、授賞者活動展示、奨学生活動

展示 

 

6. 賞金の授与 

2022 年 2 月 本人名義の口座に振込にて授与 

 

7. 授賞者の紹介 

リリースの発行（関係各所への発送および当財団 WEB サイトで公開） 

   授賞者紹介の小冊子を作成し関係者へ送付 

   紹介動画を WEB サイトで公開 

 

 

◆育英事業 

芸術系大学等に在学する学生及びその他の学生に対する奨学金の給付（定款 第 4条 第 3項） 

 

(１) 日本文化藝術奨学生                  

2021 年度育英事業として「日本文化藝術奨学生」の募集を行い、2021 年 9 月 6日に選考委員

会を開催。2021 年 10 月 14 日の理事会の決議を経て、6名を奨学生として決定した。 

 

 日本文化藝術奨学金 各 50 万円 

○藤川史人  （ふじかわふみと）   36 歳   秋田公立美術大学大学院  

複合芸術件研究科 複合芸術専攻   
○荒川弘憲 

   
（あらかわこうけん）

   
27 歳   東京藝術大学大学院  美術研究科  

先端芸術表現専攻  

○川畑那奈   （かわばたなな）   22 歳   東京藝術大学大学院 映像研究科  

アニメーション専攻    
○副島しのぶ

   
（そえじましのぶ）   27 歳   東京藝術大学大学院 美術研究科  

映像メディア学専攻 

○宇留野圭  （うるのけい）   27 歳   名古屋芸術大学大学院 美術研究科  

同時代表現研究領域 

○高嶺瑞貴  （たかみねみずき）   22 歳   沖縄県立芸術大学大学院  造形芸術研究科 

生活造形専攻 
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1．対象者 

次の条件を充たし、文化・芸術の分野で将来にわたり活動が期待され、才能・可能性が認

められる者 

(１) 国内の芸術系大学の大学院に就学しており、かつ次年度在籍予定者であること 

(２) 学業成績、生活態度共に優秀で、健康な学生であること 

※ 対象の大学は、国内の芸術系の大学・大学院で実技部門を設けている大学とする。 

ただし別途定める指定校は対象とする。 

 

2．募集応募概況 

募  集：大学院生 6 名  奨学金 １年間 50 万円の給付 

募集期間：2021 年 6 月 1日から 2021 年 6 月 15 日（当日消印有効） 

申請書類：①奨学生願書 ②推薦書 ③成績証明書 ④在学証明書 

応募状況：51 名 

・東京藝術大学大学院生の応募が多く、東京藝術大学の大学院には、全国の大学

から多様で優秀な学生が集まってくるため、東京藝術大学から選出される候補

者が増えるのは必然である。  

・今年度から秋田公立美術大学から 3名応募があり、１名を候補者として選出で

きたことは、次年度以降の応募にも繋がることを期待する。 

 

3．選考委員会 

開催日時：2021 年 9 月 6日（月） 15：00～16：30 

開催場所：オンライン（Zoom ミーティング） 

出 席 者：寺脇研委員長、近藤健一委員、杉浦幸子委員、椿昇委員、三瀬夏之介委員、 

北村誠常務理事（オブザーバー） 

欠 席 者：成田宏紀委員、原田大三郎委員（書面による参加） 

事 務 局：事務局員 3名 

○選考資料  

・ 日本文化藝術奨学金 学校別応募人数 

・ 日本文化藝術奨学金 学校別過去の受給者数 

・ 応募者資料（応募書類一式） ※事前共有 

・ 応募者資料（ポートフォリオ等参考資料） ※スキャンしたものを共有 

        ○選考方法 

・ 事前に選考委員に全応募者の資料（申請書類、映像、スキャンしてデータ化した

ポートフォリオ・書籍等）をオンラインで共有し、閲覧を依頼。 

・ 事前審査による候補者を会議前に回収、集計した。 

・ 多く票の集まった応募者について、票を入れた委員が意見を述べた。 

・ 次に票のあつまった応募者について、票をいれた委員が意見を述べた。 

・ もっとも票数の多かった候補者について審議し、1名を選出した。 

・ 次に票が多かった候補者のうち、類似分野の候補者を比較し、各委員が意見を述べ

た上で審議し、満場一致で 2名を選出した。 

・ 票を入れた中で特に推薦する応募者について各委員が意見を述べ、資料を確認（画

面共有）し、審議した上で、3名を選出した。 

 

4．理事会の決議 

2021 年 10月 14日の理事会で、選考委員会より選出された 6名に奨学金授与を決議した。 
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5．授与式典の開催 

開催日時：2021 年 2 月 16 日（水）15：45～18：00 

開催場所：明治記念館（曙の間） 

出 席 者：[奨 学 生]  荒川弘憲、副島しのぶ、宇留野圭、高嶺瑞貴 

[助成顕彰選考委員] 花光潤子委員、大野木啓人委員、唐沢昌宏委員、 

池内務委員 

[奨学金選考委員] 寺脇研委員長、椿昇委員、成田宏紀委員、 

[専 門 委 員] 木村博昭委員 

[役     員] 千玄室会長、德山豊理事長、北村誠常務理事、吉木稔朗理

事、栗本徳子理事、石井博康理事、 

安孫子正評議員、脇田直枝評議員、志村文衛監事、渋谷佳

樹監事 

[来     賓] 文化庁 山田素子参事官 

内  容：会長・理事長挨拶、来賓祝辞、創造する伝統賞選評、賞状・賞金目録の授与、

日本文化藝術奨学金選評、奨学金証書・目録の授与、奨学生活動紹介、授賞者

活動紹介、2020 年度日本文化藝術奨学生紹介、授賞者活動展示、奨学生活動

展示 

・2021 年度事業として、2020 年度奨学生を Zoom にて取材し、活動状況を紹介

する動画を WEB サイトで公開した。 

 

6．奨学金給付 

2022 年 2 月 前期分として給付金の半額を本人名義口座に振込にて給付 

2022 年 7 月 後期分として給付金の残金を本人名義口座に振込にて給付 

※藤川史人は、奨学生決定後休学した為、給付を復学後に行う。また、副島しのぶは、

2022 年 3 月末まで他の機関の奨学金給付を受けていた為、2022 年 7 月に一括給付とす

る。（それぞれ稟議書にて決済済み） 

 

(２) 加藤定奨学金 

2021 年度育英事業として「加藤定奨学金」の募集を行い、2021 年 9 月 6日に選考委員会を開

催。2021 年 10 月 14 日の理事会の決議を経て、7名を奨学生として決定した。 

  

 京都・奨学金給付大学生  3 名     

○尾崎 アロハ（おざき あろは）京都芸術大学 美術工芸学科  油画コース  

2 年（19 歳） 

○濱田 桜子（はまだ さくらこ）京都芸術大学 キャラクターデザイン学科  

キャラクターデザインコース 2 年（20 歳） 

○村田 恵未（むらた えみ）京都美術工芸大学 工芸学部 建築学科   

3 年（22 歳） 

 

 全国・奨学金給付大学生  4 名 

○松岡 多哉（まつおか だや）東京造形大学 造形学部 美術学科 絵画専攻領域   

2 年（19 歳） 

○Ng Say Song（うん せ そん） 成安造形大学 芸術学部 芸術学科 空間デザイン  
2 年（21 歳）  

○林 真莉乃（はやし まりの）成安造形大学 芸術学部 芸術学科 美術専攻  

3 年（21 歳） 
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○久保 胡雪（くぼ こゆき）神戸芸術工科大学 美術工学部  

ファッションデザイン科 ファッションデザインコース 3 年（20 歳） 

 

 

1. 対象者 

次の条件を充たす者 

(１) 国内の芸術系大学の 2年生及び 3年生に就学し、かつ次年度在籍予定者であること 

(２) 学業優秀、品行方正でありながら経済的事由によって就学に支障をきたしている学

生であること 

※ 対象の大学は、国内の芸術系の大学・大学院で実技部門を設けている大学とする。 

 

2. 募集応募概況 

募 集： 大学生 7名  奨学金  １年間 30 万円の給付 

募集期間：2021 年 6 月 1日から 2021 年 6 月 15 日（当日消印有効） 

申請書類： ①奨学生願書 ②推薦書 ④成績証明書 ⑤在学証明書 ⑥所得証明書類 

応募状況： 応募総数 27 名（全国 12 名、京都 4名） 

 国の修学支援制度の充実により、生活困窮者からの応募が減少している。

今後の加藤定奨学金のあり方を、今一度検討する機会と捉える。 

 

3. 選考委員会 

開催日時：2021 年 9 月 6日（月）  

開催場所：オンライン会議を実施（zoom）  

選考委員：寺脇研委員長、椿昇委員、近藤健一委員、杉浦幸子委員、三瀬夏之介委員、  

北村誠常務理事（オブザーバー）、事務局 3名  

欠席者：成田宏紀委員、原田大三郎委員（書面出席） 

 

○選考資料  

・ 加藤定奨学金 学校別応募人数・受給者数 

・ 応募者資料（応募書類一式） 

・ 困窮度順リスト 

        ○選考方法 

・ 選考委員に全応募者の申請書類および困窮度リスト（日本学生支援機構奨学金の控

除額の算出方法を参考にした計算式で算出したポイント順に並び替えたリスト）を

送付し、閲覧を依頼。 

・ 委員は意見書により、多数決での候補者選出への同意および全国 5名・京都 2名の

候補者の選出について意見を提出した。 

・ 事務局が意見の結果（票数）を電子メールで全委員に通知し、異議および再審議を

求める意見を募ったところ、異議及び再審議を求める意見はなかった。 

・ 事務局より寺脇委員長に電話にて各委員の意見詳細の説明および報告を行い、全委

員の同意を得られたことを確認し、全国 5名・京都 2 名を候補者として決定した。 

 

4. 理事会の決議 

2021 年 10月 14日の理事会で、選考委員会より選出された 7名に奨学金授与を決議した。 

 

5. 奨学金給付 

2022 年 2 月 前期分として給付金の半額を本人名義口座に振込にて給付 

2022 年 7 月 後期分として給付金の残金を本人名義口座に振込にて給付 

※給付決定者「Ng Say Song（うん せ そん） 成安造形大学 」から、他の機関か
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らの奨学金給付が決定し、その機関では 2 重の給付は認められていない為、本財団の

奨学金給付を辞退する旨の申し出があり、承認した。（稟議書にて提案・決議） 

 

◆文化芸術普及活動事業 

自主企画公演、展示・体験活動・セミナー・映画上映・演奏会等の文化祭の開催、ホームペ

ージでの情報発信、及び実施事業の記録（定款 第 4条 第 4項 第 5項 第 6項） 

              

1. 「創造する伝統 杜の中の文化祭」＜中今茶会＞ 
新型コロナウィルス感染拡大防止のため開催を中止した。 

 
2. WEB での告知、情報公開等 

・文化藝術の会入会案内、受付 

・これまでの助成顕彰事業授賞者、奨学生の 新の活動情報の発信 

・2021 年度事業として、2020 年度日本文化藝術奨学生を Zoom にて取材し、活動状況を

紹介する動画を WEB サイトで公開した。 

 

ホームページ  http://jp-artsfdn.org 

Facebook     https://www.facebook.com/jparts.fdn 

Instagram    https://www.instagram.com/japanarts.fdn 

Twitter      http://twitter.com/jpartsfdn 

 
3. 文化藝術の会の運営 

 賛助会員システム（WEB 管理システム）の運用 
 新規登録、継続登録の受付 
 会報発行 

 




